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面接に「自信がある」学生は約 2割に留まる。「自信がない」と回答した学生は約 6割。 

「想定していなかった質問をされた場合に、対応できるか不安」の声
 

株式会社学情（本社：東京都中央区）は、2026年 3 月卒業（修了）予定の大学生・大学院生を対象に、イン

ターネットアンケートを実施。今回は、「面接」について調査しました。就職活動の面接について、「自信が

ある」と回答した学生は、約 2 割に留まりました。一方、「自信がない」と回答した学生は、約 6割に上りま

す。「想定していなかった質問をされた場合に、対応できるか不安」「インターンシップの面接を受けた際

に、緊張してうまく話せなかった経験がある」などの声が上がっています。面接で自信をもって話せること

は、「学生時代に力を入れたこと」が最多。次いで「アルバイトの経験」、「サークルの経験」が続きます。

「サークル活動を主体的に取り組んだので、具体的なエピソードを交えて話すことができると思う」「長く続

けてきたスポーツについて話すことで、継続力をアピールしたい」などの声が寄せられました。逆質問で質問

したいことは、「働く環境に関すること」が最多となりました。 

 

【TOPICS】 

（1）面接に「自信がある」学生は約 2割に留まる。「自信がない」と回答した学生は約 6割 

（2）面接で自信をもって話せることは「学生時代に力を入れたこと」が最多 

（3）逆質問で質問したいことは「働く環境に関すること」が最多 

 

【調査の背景】 

2026 年卒の学生は、夏のインターンシップ期間を経て、いよいよ就職活動準備が本格化します。これから始まる就職活動

で大きなウエイトを占める「面接」をどのように捉えているか、アンケートを実施しました。 

 

（1）面接に「自信がある」学生は約 2割に留まる。「自信がない」と回答した学生は約 6割 
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 就職活動の面接について、「自信がある」と回答した学生は、6.5％でした。「どちらかと言えば自信があ

る」14.1％を合わせても、面接に自信を持っている学生は約 2 割に留まっていることが分かります。「自信が

ない」「どちらかと言えば自信がない」の回答は、58.1％に上りました。自信があるとした学生からは、「既

に何社かの面接を経験している」「課外活動で、人と話すことや自分を表現することをたくさん経験してき

た」「かなり対策を重ねてきたため、自信がある」といった声が寄せられました。一方、自信がないとした学

生からは、「想定していなかった質問をされた場合に、対応できるか不安」「インターンシップの面接を受け

た際に、緊張してうまく話せなかった経験がある」「面接で自信をもって話せるようになるには、もっと自己

分析が必要だと思う」などの声が上がっています。 

 

（2）面接で自信をもって話せることは「学生時代に力を入れたこと」が最多 

 

 面接で自信をもって話せることは、「学生時代に力を入れたこと」が 51.1％で最多。次いで「アルバイトの

経験」39.6％、「サークルの経験」25.3％が続きます。「部活動でキャプテンをしていた時の経験や、大会

で結果を残した実績について話したい」「授業やアルバイトなど、英語を使ってコミュニケーションをとる機

会をたくさん作ってきたので、英語の語学スキルをアピールできると思う」「留学中に、自分が成長したと証

明できるエピソードがある」「サークル活動を主体的に取り組んだので、具体的なエピソードを交えて話すこ

とができると思う」「長く続けてきたスポーツについて話すことで、継続力をアピールしたい」などの声が寄

せられています。 
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（3）逆質問で質問したいことは「働く環境に関すること」が最多 

 

 逆質問（学生から企業への質問）で質問したいことは、「働く環境に関すること」が 44.7％で最多。次い

で、「どのような社員が活躍しているか」37.2％、「新入社員・若手社員に期待すること」34.6％が続きま

した。「実際に働いている社員の方から、ホームページなどではわからない社風や社内環境について聞きた

い」「会社が求める人物像を知り、自分が目指すべき姿や目標を明確にしたい」「会社の方向性と、自身の目

指すものが合致するかを知りたい」といった声が上がりました。面接での逆質問を通じて、「社風・環境」や

「自身が活躍できそうか」、「キャリアプランと合致するか」などを確かめたいという意向がうかがえます。 

 

■調査概要 

・調査期間：2024年 11 月 12日～2024年 12 月 2 日 

・調査機関：株式会社学情 

・調査対象：スカウト型就職サイト「あさがくナビ 2026」へのサイト来訪者 or20 代社会人（20 代専門転職

サイト「Ｒｅ就活」/Web メディア「20 代の働き方研究所」のサイト来訪者）or 企業・団体の人事担当者 

・有効回答数：740 件 

・調査方法：Web 上でのアンケート調査 

※各項目の数値は小数点第二位を四捨五入し小数点第一位までを表記しているため、択一式回答の合計が

100.0％にならない場合があります。 

 

■株式会社学情とは 

株式会社学情は、20代専門転職サイト「Ｒｅ就活」や 30 代向け転職サービス「Ｒｅ就活 30」、スカウト型就

職サイト「あさがくナビ」を軸に、転職・就職を支援するサービスを提供しています。一貫してキャリアの起点

となる「初めての転職」「就職」を支援。若い世代にひとつでも多くの「未来の選択肢」を示すことで、働き手・

企業・社会に貢献していきます。 

[東証プライム上場・経団連加盟企業／主な提供サービス：20 代専門転職サイト「Ｒｅ就活」、30 代向けダイ
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レクトリクルーティングサービス「Ｒｅ就活 30」、スカウト型就職サイト「あさがくナビ」、合同企業セミナ

ー「転職博」「就職博」、転職エージェント「Ｒｅ就活エージェント」] 

 

 

■お問い合わせ先 

株式会社学情 経営企画部 広報担当 

東京都中央区銀座 6-10-1 GINZA SIX 9 階 

TEL：03-6777-7590（直通） FAX：03-6263-9033 

メール：press@gakujo.ne.jp 

コーポレートサイト：https://company.gakujo.ne.jp/ 

株式会社学情のプレスリリース⼀覧：https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/13485 


